
教育博物館について 

  

１． コンセプト 

・高齢者から子どもまで福井県の教育に親しみのもてる博物館 

・本県ゆかりの教育の先人を紹介し、受け継がれる福井の教育に誇りのもてる展示 

・昭和の教室を再現し、県民が懐かしい学校の思い出に触れ、愛着を深められる展示施設 

・全国トップレベルの学力・体力を支える取り組みや福井県独自の教育を紹介 

・教科書や教具等、学校教育に関する資料を収集、整理、保管し、未来への教育遺産とする。 

 

２． 概 要 

①旧春江工業高校に移転した県教育研究所内に平成２９年４月１５日（土）開所 

②展示室面積 650㎡（２階 教科書閲覧室を含む）、 収蔵庫面積 161㎡ 

③休館 月曜日（祝祭日の場合は開館）、祝祭日の次の日  

④常設展示   

・エントランス外側に二宮尊徳像（一光小、常宮小）、玄関ホールに百葉箱や鐘 

・教育ふくいの歴史（幕末の藩校～戦後まで福井の教育の変遷について実物資料や写真を展示） 

・福井ゆかりの教育者（橋本左内、グリフィス、橋本進吉、藤野厳九郎等）を資料とともに紹介 

・教科書の歴史（明治初期から戦後まで貴重な教科書を展示）触れられる教科書（複製）も準備 

・なつかしの学び舎（昭和３０年代）教室再現、触れられる当時の教具等、子どもの作品を展示 

・福井の教育（全国トップレベルの学力・体力を支える県独自の教育や学校の様子を紹介）  

⑤教科書閲覧室（２F）調べたい教科書を手にとって見られる。 

⑥企画展・講座（ワークショップ）等の開催  

・企画展 校歌と郷土など 

・期間特別展示（福井の先人貴重資料など）  

・講座の開催（唱歌・童謡など） 

 

３．教科書・教育資料等収集状況   （H29.1現在） 

（１）教科書類  約 4,600点   （うち個人寄贈 150冊） 

＜希少な教科書＞ 

・『日本国尽』（福井藩士 瓜生寅著作、明治初年） ・『単語編』（敦賀県、明治初年） 

・初等国語の墨塗り教科書（終戦直後）       ・折り畳み教科書等、暫定教科書 

 

（２）教育資料（教具など） 約 300点 

・鐘（つりさげ型）、開始ベル（手持ちの振鈴）、「学」の文字が入った鬼瓦 

・教卓、児童用机・椅子 

・大正式顕微鏡、理科の実験道具、算数教具、楽器類、かるた 

・卒業証書・生徒手帳・成績表 

・紙芝居、掛図類、習字指導用水黒板 

・ガリ版 

・幻灯機 

・ランドセル、筆入れ、科学雑誌附録 

 

（３）冊子資料 約 70点  

・『THE MIKADO’S EMPIER』（皇国、グリフィス著）  

・児童文集等 



 

４．県内で使用された教科書と各校の校歌について 

（１）教科書等資料の収集と閲覧 

① 明治期から戦後間もないころの希少教科書を集めて展示 

・瓜生三寅、芳賀矢一ら本県出身者が明治初期の教科書をつくった教科書を収集 

・各藩が藩士の教育に力を入れた証拠となる藩校の教科書を探しているところ。 

・明治初期に足羽県が独自で作った教科書を探しているところ。 

・戦後間もないころの墨塗り教科書や折り畳み教科書等暫定教科書、国定教科書など興味深い

貴重教科書を展示したいと考えている。 

・当時の GHQ の指令書のコピーや当時の学校日誌を収集しており、歴史を語る資料となると考

えている。 

② 昭和 20年代からの現在までの検定教科書を全てそろえることを目標としている。 

・自分が見たい教科書を１Fの検索システムで見つけ、２Fの閲覧室で手に取って見ることがで 

きるようにする。 

・教員や研究者が教科書の変遷や内容を研究できるよう各時代の教科書をそろえていく。 

  

（２）福井県内の全小中高校の校歌 

・全小中高校の校歌の歌詞と音源を全て収集、廃校の校歌を探している。 

・各校の校歌について、学校の写真と歌詞を見ながら曲が聞ける検索システムを整備。 

 

 

５．オープニング記念特別展示資料 

（１） 東京大学から借用する直筆資料 

① 橋本進吉東大国語科教授の資料（敦賀市出身） 

文節を提唱し、現在の学校文法の基をつくり、音韻史研究の第一人者）  

・『国語法要説』原稿、東大附属図書館への要望書・・・直筆資料がほとんどなく貴重 

② 渡辺洪基初代帝大総長の資料（越前市出身） 

・記念すべき、第一回帝国大学卒業式式辞の直筆草案 

・東京に出向いた福井中学生(今でいう修学旅行)に対する激励文の直筆草案 

 

（２）宮内庁 三の丸尚蔵館にある啓発録の複製 

・橋本左内の啓発録は、福井県に限らず全国の中学生が立志の式を行う際の手本となっている。 

・今回、三の丸尚蔵館の許可を得て、左内が 15 歳のときに書いた直筆の啓発録の全てを実物大に

より複製（１８０×７０cm）。 


